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序

 本書は、山形県教育委員会が平成19年度に実施した遺跡詳細分布調査の成果をまとめた

 ものです。

 平成17年度から施行された第5次山形県教育振興計画は、「いのち」「まなび」「かかわ

 り」を主要なテーマとして実践されておりますが、埋蔵文化財の保存と活用については文

 化財基礎調査や遺跡詳細分布調査を計画的に実施すること、埋蔵文化財基本台帳等の整備

 を図り、文化財情報システムの構築や文化財の周知徹底・普及に務めることなどが大きな

 柱とされております。そのため、本県では毎年実施している分布調査によって得られた成

 果を年度毎に「分布調査報告書」としてまとめると共に、それらの情報を基として遺跡所

 在地の更新とその周知を図っているところです。

 このように、遺跡詳細分布調査は、既に知られている埋蔵文化財包蔵地及び未発見のま

 まとなっている包蔵地等と、県内各地で計画される各種の開発計画との調整を図るために

 行っているものですが、調査の結果、新たな遺跡の発見や範囲の変更、あるいは削除など

 年々新たな情報が追加されて来ています。

 本書の刊行は、こうした新しい埋蔵文化財に関するデータを提供し、遺跡の保護や保全

 に資することを目的としていますので、関係各位におかれては開発計画の策定にあたって

 積極的にこれらの新情報を御活用いただければ幸いと思っております。

 平成21年3月

山形県教育委員会

教育長山口常夫



例言

 1本書は平成19年度に山形県教育委員会が国庫補助を受けて実施した平成20年度以降

 の開発に係る農林土木事業関係遺跡他を対象として実施した遺跡詳細分布調査(県内遺跡
 発掘調査)の報告書である。

 2本書の作成は山形県教育庁教育やまがた振興課文化財保護室の石井浩幸(平成19年度)、

 及び山形県教育庁文化遺産課の阿部明彦、小嶋康広、丸吉繁一(平成20年度)の3名が担

 当した。

 3第Ⅰ章に平成19年度の調査遺跡一覧、第Ⅱ章に個々の調査概要を掲載した。また、第

 Ⅲ章では記録保存調査の結果を報告し、第IV章でこれらの調査結果を纏めるとともに、平

 成19年度に国等の機関や市町村教育委員会、地権者から通知または届出のあった新規発見

 遺跡の一覧を掲載した。なお、平成19年度までの新規発見遺跡、登録抹消遺跡、範囲・位

 置の変更については本書の発行をもって周知されたものとする。

 4挿図の縮尺は不統一であり、図毎にスケールを示した。断面図類は20分の1を基本と

 したが、一部40分の1も採用した。遺跡地図は国土地理院発行の2万5千分の1の地図を

 使用している。なお、第Ⅱ章一2及び第Ⅲ章では、これを縮小して使用した。使用地図の

 図幅一覧は巻末に記した通りである。

 5挿図及び文中の記号は以下の通りである。

 TないしTTは試掘溝(トレンチ)、TPと□は試掘抗を表している。また、調査概要図

 中の赤色部分は遺構・遺物が検出されたことを示し、黒色部分は遺構・遺物が未検出であ

 ることを示す。また、遺跡位置図の赤色部分は遺跡の範囲や調査の対象地を示している。

 本文中、あるいは挿図中の英字記号は、以下に記す遺構の性格と対応している。

 ST一竪穴住居跡SB一建物跡SK一土墳SD一溝跡EB一掘り方

 EP一柱穴SX一性格不明遺構

 6図版の遺物縮尺は任意である。

 7調査にあたっては、関係機関・市町村教育委員会及び地権者各位、地元関係者の御協

 力を得た。ここに記して感謝申し上げる。
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 Ⅰ調査の目的、方法と経過
 1調査の目的と方法

 本調査は、平成19年度以降に予定されている開発計画に先行して、埋蔵文化財包蔵
 地の詳細な分布調査を行い、遺跡の所在、範囲、性格などの内容を明らかにして開発計

 画との調整を計りながら、遺跡の保護保全を目的としている。また、件数的には少ない

 ながら、今年度までの調査結果に基づいて記録保存を目的とする小規模な発掘調査ない

 しは工事立会などの調査も併せて本事業の中で実施している。このように、遺跡詳細調

 査は、その目的や方法によって以下の四つに区分できる。

 (1)A調査現地確認調査・表面調査

 開発事業計画範囲内の表面踏査を行い、遺跡の範囲と事業実施計画区域の平面的な関

 係を確認し、遺跡の保護を図ることを目的とする。

 (2)B調査試掘調査

 坪掘りやトレンチ掘りを行って遺構や遺物の平面的な分布範囲や遺構確認面までの

 深さ等を把握して開発計画との調整をとって遺跡の保護を図ることを目的とする。

 (3)C調査記録保存のための発掘調査

 A・B調査の結果、遺跡の保存状態が良好でない場合や開発事業にかかる面積が狭い

 場合や接する程度等の場合に必要に応じて実施する記録保存の調査。方法は発掘調査に

 準じている。

 (4)立会調査

 開発事業による遺跡への影響が軽微な場合、工事施工に立ち会って実施する調査。こ

 の調査によって、遺構や遺物が発見された場合には記録保存を行う。

 2調査の経過

 山形県教育委員会では毎年5～6月に開発関係機関に今後の事業計画についての照

 会を行い、その回答を受けて7月上旬に聴き取りを実施し、事業計画と埋蔵文化財包蔵

 地との関係について打合せを行っている。そしてこの結果に基づいて必要に応じた分布

 調査を行い、事業との調整を図っている。その他、開発関係機関から提出された事業計

 画に基づく分布調査も随時行っている。

 平成19年度の調査は、表一1・2に示した各遺跡の調査を平成19年4月から平成

 20年3.月まで表一3の工程で行うとともに、事業予定区内外における埋蔵文化財包蔵

 地の有無を確認するための表面踏査と試掘調査も併せて実施している。

 なお平成19年度に県教育委員会が新たに発見した遺跡(平成19年度登録遺跡)範囲

 等を訂正した遺跡、登録を抹消した遺跡はIV章のまとめに示した。
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 2試掘調査の概要

 (1)植ノ山2遺跡(平成15年登録)

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

上山市小倉

石井浩幸丸吉繁一

 平成19年10月23日24目

 農地環境整備事業(小倉地区)

 標高415mの蔵王山西腹に位置し、緩やかな傾斜平坦地となっており、水

 田・畑地が広がる。火山性の転石が多数存在している。

試掘区

試掘方法

試掘面積

検出遺構

出土遺物

所見

 事業予定地内に試掘トレンチ5ヶ所を設定。

 重機と人力で試掘調査を行った。

 85.5㎡

 時期不明のピット

なし

 旧小倉分校の南側水田を調査対象とした。T9とT10の北側から土色の変

 化とピット状の落ち込みを確認したが、稲杭や礫痕跡と見られた。いずれのトレンチから

 も遺物の出土はない。しかし、分校西の斜面畑地からは縄文時代の遺物が採集されており、

 今回は除外地となった丘陵の高まり部分が遺跡の主体と考えられる。



 (2)植ノ山3遺跡(平成15年登録)

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

上山市小倉

石井浩幸丸吉繁一

 平成19年10月23日24日

 農地環境整備事業(小倉地区)

 標高415mの蔵王山西腹に位置し、緩やかな傾斜平坦地となっており、水

 田・畑地が広がる。火山性の転石が多数存在している。

試掘区

試掘方法

試掘面積

所見

 事業予定地内に試掘トレンチ4ヶ所を設定。

 重機と人力で試掘調査を実施。

 27㎡

 遺跡範囲と推定した中でも、東側の畑地や樹園地から遺物が採集されてい

 た。今回は西側の水田を対象として調査を実施している。T1～T4のいずれのトレンチ

 でも以前の造成工事による切土・盛土の状況が窺え、大規模に削平された部分が見受けら

 れた。遺構・遺物の発見はない。また、現地表面下30cm前後から巨礫が多数出土し、さら

 にその下には灰色粘質シルト層が続く。従って、この部分は、以前の造成で破壊されたか、

 遺跡の範囲外と考えられる。



(3)

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

 植ノ山遺跡可能性地

上山市小倉

石井浩幸丸吉繁一

 平成19年10月23目・24日

 農地環境整備事業(小倉地区)

 標高415mの蔵王山西腹に位置し、緩やかな傾斜平坦地に水田・畑地が広

 がっている。所々に火山性の転石が見られる。

試掘区

試掘方法

試掘面積

遺構遺物

所見

 事業予定地内に試掘トレンチ4ヶ所を設定した。

 重機と人力で試掘調査を行った。

 33㎡

 なし。

 可能性地範囲の中央で遺物を採集しているため、周辺に4箇所の試掘トレ

 ンチを入れて遺構・遺物の確認を行った。調査区域は大きな沢の鞍部に当っていることか

 ら、埋積する土層が厚いと予測された。予想通りT6・T7では、黒色の泥炭質土壌が厚

 く堆積している状況が窺われ、下部には未分解の泥炭層が確かめられた。T8では、地山

 までが浅く、ここでは多数の巨礫が検出された。遺構・遺物の検出はない。









 (4)下大曽根遺跡(平成19年度新規登録)

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

鮭川村大字石名坂字下大曽根

阿部明彦石井浩幸

 平成19年6月6目

 経営体育成基盤整備事業(鮭川左岸地区)

 鮭川と内川による河間の微高地。鮭川による河岸段丘となっている。標高

 58m。地目は水田・畑地となっている。西側に旧河道が明瞭に残る。

試掘区

試掘方法

試掘面積

検出遺構

出土遺物

時代

所見

 事業予定地内に試掘トレンチ14ヶ所を設定した。

 重機と人力で試掘調査を行った。

 160㎡

 T5～T14で柱穴・土墳を検出。

 須恵器の甕・壷・坏の破片、赤焼土器坏片、内黒土師器の坏片

 平安時代(10世紀)

 調査トレンチの大半から遺構と遺物が検出された。過去の造成工事により

 地山面の状況は均一でない。西側は段丘崖となる。遺跡は出土土器類から平安時代が主体

 で、集落跡と想定される。規模は東西100m、南北200mほどの広がりが推定できる。









 (5)鷺畑新田遺跡(平成19年度新規登録)

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

鶴岡市大字添川字鷺畑新田

阿部明彦石井浩幸

 平成19年10月12日

 経営体育成基盤整備事業(鷺畑地区)

 遺跡は山麓の平地に位置し標高16mを測る。西側に京田川が北に向かって

 流れ、西向きの緩やかに傾斜する平坦地に立地している。

 』試掘区

試掘方法

試掘面積

検出遺構

出土遺物

時代

所見

 事業予定地内に試掘ピット16ヶ所を設定。

 人力で試掘調査を行った。

 16㎡

なし

 須恵器片、土師器片、弥生土器。

 弥生時代、奈良・平安時代

 調査地区一帯は以前の圃場整備により、切土・盛土が行われており、高い

 部分は地山の粘土層まで切られる状況が確認された。遺物は、北側の農道周辺から限定的

 に出土している。なお、南側は泥炭層が分布しており、湿地帯の状況を示していた。









 (6)新町遺跡(平成18年度新規登録)

所在地長井市九野本

調査員石井浩幸丸吉繁一

 調査期日平成19年10月31目11月1日

 起因事業経営体育成基盤整備事業(下九野本地区)

 遺跡環境最上川左岸の平坦部に位置する。標高212m。東向きに緩やかに傾斜する平

 坦地で水田が広がる。

試掘区

試掘方法

試掘面積

検出遺構

出土遺物

時代

所見

 事業予定地内に試掘トレンチ3ヶ所を設定した。

 重機と人力で試掘調査を行った。

 24㎡

 柱穴跡(時期不明)

 縄文土器片、石器片

縄文時代後期

 T1・T2より縄文土器・石器片が出土した。また時期不明のピットも確

 認している。T3では小さいピットが検出された。土器は後期から晩期のものとみられる

 が、いずれも小片である。なお、新橋遺跡の西隣には周知の登の越遺跡がある。



 (7)南台遺跡(長井市遺跡台帳)

所在地長井市九野本

調査員石井浩幸丸吉繁一

 調査期日平成19年11月1日

 起因事業経営体育成基盤整備事業(長井市九野本地区)

 遺跡環境最上川左岸の平坦部に位置する。標高212m。東向きに緩やかに傾斜する平

 坦地で水田が広がる。

試掘区

試掘方法

試掘面積

検出遺構

出土遺物

時代

所見

 事業予定地内に試掘トレンチ1ヶ所を設定した。

 重機と人力で試掘調査を行った。

 12㎡

 時期不明のピット1基

なし

不明

 T11から時期不明のピットが検出された。他のトレンチからは遺構・遺物

 の検出はない。東側30mほど離れた市道改良工事に伴う市教委による調査では縄文時代と

 古代の住居跡が検出されている。



 (8)下九野本地区遺跡可能性地2

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

長井市下九野本

石井浩幸丸吉繁一

 平成19年10月31目

 経営体育成基盤整備事業(長井市九野本地区)

 最上川左岸の平坦部に位置する。標高212m。東向きに緩やかに傾斜する平

 坦地で水田が広がる。

試掘区

試掘方法

試掘面積

検出遺構

出土遺物

時代

 所'見

 事業予定地内に試掘トレンチ3ヶ所を設定。

 重機と人力で試掘調査を行った。

 13.2㎡

なし

なし

不明

 遺跡可能性地範囲の中央で遺物(陶磁器)を採集したことから、南側の事

 業予定地内に試掘トレンチを入れて遺構・遺物の確認を行った。いずれのトレンチも厚さ

 50cm以上に及ぶ泥炭層が見られ、下層の粘質シルトからは著しい湧水があった。



 (9)下九野本地区遺跡可能性地3

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

試掘区

試掘方法

試掘面積

検出遺構

出土遺物

時代

所見

長井市九野本

石井浩幸丸吉繁一

 平成19年11月1日

 経営体育成基盤整備事業(九野本地区)

 最上川左岸の平坦部に位置し、標高212mである。

 事業予定地内に試掘トレンチ4ヶ所を設定した。

 重機と人力で試掘調査を行った。

 36㎡

溝跡

なし

不明

 中世の屋敷跡(館跡)の可能性があるため、水田の割に沿って4箇所のト

 レンチを入れたところT7から幅1.5mほどの溝跡を検出した。T8-T10では遺構・遺

 物共に認めなかった。調査対象地は字名が「館野」であり、付近には北側に「館の内」、「東

 館野」などの「館」が付く地名が残る。現在の小関家の屋敷周りが館跡と考えられる。











 (10)小平4遺跡(平成14年度登録)

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

試掘区

試掘方法

試掘面積

検出遺構

出土遺物

時代

所見

酒田市市条字小平

阿部明彦石井浩幸

 平成19年6月26日

 広域農道整備事業(飽海中央地区)

 遺跡は標高71mの山腹に位置し、台地状に張出した平坦地となっている。

 事業予定地内に試掘ピット14ヶ所を設定。

 重機+人力で試掘調査を行った。

 14㎡

なし

縄文土器

 縄文時代(中期)

 14ヶ所の試掘坑のうちTP9、TP10の2ヶ所から縄文時代の遺物が出

 土した。試掘の状況や地形的な広がりから小平4遺跡は南西の尾根方向には伸びていない

 ことがわかった。また沢を挟んだ別地点から縄文時代の土器片が出土したことから新たな

 遺跡(丑ノ沢遺跡)が存在すると判明した。









 (11)天童市小関地区遺跡可能性地2

所在地天童市小関

調査員石井浩幸丸吉繁一

 調査期日平成19年12月12目

起因事業主要地方道天童大江線拡幅工事

 遺跡環境天童の市街の西方近郊、標高97mの平野部に立地する。緩やかに西北方向

 に傾斜する。地目は水田になっている。

試掘区

試掘方法

試掘面積

検出遺構

出土遺物

時代

所見

 事業予定地内に試掘トレンチ3ヶ所を設定。

 重機と人力で試掘調査を行った。

 97.5㎡

小河川跡

 小河川跡から土器片が出土

不明

 3本のトレンチからは遺構は検出されなかった。旧河道から出土した土器

 片は、流れ込みの可能性が高く、より南東側に遺跡が存在すると考えられる。堆積層に見

 る表土下の厚い砂礫層からは生活に適した環境ではなかったことが窺える。









 (12)山元遺跡隣接遺跡可能性地

所在地天童市山元

調査員石井浩幸丸吉繁一

 調査期日平成19年12月20日

起因事業一般県道荒谷原崎線臨時道路整備事業

 遺跡環境天童の市街地の東方、標高117mの山麓傾斜地に立地する。緩やかに西北

 方向に傾斜する。地目は畑地・宅地になっている。

試掘区

試掘方法

試掘面積

検出遺構

出土遺物

時代

所見

 事業予定地内に試掘トレンチ4ヶ所を設定。

 重機と人力で試掘調査を行った。

 39㎡

なし

 TT1・TT3から近代以降の陶磁器出土

不明

 調査対象地に設定した4本のトレンチからは遺構は検出されなかった。表

 土内から出土した陶磁器片は、近代以降の可能性が高い。なお、表土下の砂礫層を深掘り

 したが、厚く続いており、扇状地堆積によるものと考えられた。









 (13)酒田市飛鳥遺跡可能性地2

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

試掘区

試掘方法

試掘面積

検出遺構

出土遺物

時代

所見

酒田市飛鳥字泉興野

阿部明彦石井浩幸

 平成19年10月11目

 主要地方道酒田松山線飛鳥バイパス建設事業

 標高9mの最上川右岸段丘上の平坦面。

 事業予定地内に試掘トレンチ7ヶ所を設定した。

 重機と人力で試掘調査を行った。

 120㎡

なし

 赤焼土器片7点

平安時代

 調査地点周辺は、泉興野の集落に近接した所で若干高い地形面となってい

 る。80年代の圃場整備により、高い部分は切り土されたと見られ、水田耕作土下は地山と

 なる青灰色の泥質粘土層が厚く堆積する状況が窺えた。道路計画路線に沿って約100mに

 わたり試掘を行ったが遺構は確認できなかった。・









 (14)鶴岡市白山遺跡可能性地

所在地鶴岡市白山

調査員阿部明彦石井浩幸

 調査期日平成19年12月12日

 起因事業特定道路整備事業(一般県道湯田川大山線)

 遺跡環境鶴岡の市街地の西方、標高15mの平野部に立地する。地目は水田・畑地に

 なっている。

試掘区

試掘方法

試掘面積

検出遺構

出土遺物

所見

 事業予定地内に試掘トレンチ4ヶ所を設定した。

 重機と人力で試掘調査を行った。

 105㎡

なし

 表土から近代以降の陶磁器が出土

 4本のトレンチからは遺構・遺物は検出されなかった。いずれのトレンチ

 も1層の耕作土、2層のシルト層、そして3層以下に厚い泥炭層が堆積する状況が確認さ

 れた。従って、当該地は旧河道ないしは低湿地と考えられ、集落を営み得る環境ではなか

 ったと判断される。





 (15)船止遺跡

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

試掘区

試掘方法

試掘面積

検出遺構

出土遺物

時代

所見

酒田市漆曽根字船止

阿部明彦石井浩幸

 平成19年11月7日

 水害対策河川整備事業(新井田川基幹河川改修)

 新井田川の河岸、標高8mに立地する。地目は水田・荒地になっている。

 事業予定地内に試掘トレンチ1ヶ所、試掘ピット4ヶ所を設定した。

 重機と人力で試掘調査を行った。

 14.5㎡

なし

 盛土から近代以降の陶磁器・ガラスくずが出土

 平安時代・鎌倉時代

 調査トレンチからは、遺構・遺物共に検出されていない。また、土層の状

 態は、以前の堤防工事等による掘削や盛土の所為か撹乱された様子が顕著であった。この

 ようなことから、遺跡の広がりを道路北側部分には確認できなかった。当初における遺跡

 の範囲も道路部分を境界と推定しており、中心はより西側にあると考えられる。





 (16)山形城三ノ丸(201-002)

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

試掘面積

検出遺構

出土遺物

時代

所見

山形市春日町

石井浩幸丸吉繁一

 平成19年8月29目

 都市計画道路事業(東原・村木沢線拡幅)

 市街地にあたり、宅地・商店・畑地になっている。三の丸土塁・堀跡部

 分に位置するが現況では確認できない。

 試掘区事業予定地内に試掘トレンチ3ヶ所を設定した。

 試掘方法計画区域について、重機による調査トレンチを入れた後、壁面と底面を精

 査し、堆積土層の状況確認と遺構・遺物の検出を行った。検出後、トレンチ位置や遺構に

 ついて平面図を作成し、個々に付いても写真や平面図等の記録をとった。

 31.51㎡

 堀跡と思われる落ち込み等

 盛土・表土から陶磁器片が出土

近世

 県道拡幅予定地に3本の試掘トレンチを設定した。以前の発掘調査では、

 黒色粘土層の直下で遺構確認を行なっているため、まず堆積層の状態を把握すること

 とした。

 TT1からは住宅などの基礎による撹乱が見られたが、現表土下約70cmに黒色粘土

 層、その下に褐色の砂質シルト層からなる旧地山面が確認された撹乱を受けている

 がこの地山面は良好に遺存していると見て取れた。黒色粘土層の上からは陶器片が出

 土している。

 TT2は土塁・堀跡が位置すると思われた地点で、盛土以下7層までの自然な堆積

 層が見られた。8層が黒色粘土層で、TT1の6層に相当している。また、TT2の

 西側では大きな落ち込みが認められた。ボーリング調査の結果、黒泥状の堆積物が下

 に存在することが窺え、三の丸の堀跡本体の可能性が高いと判断された。遺物の出土

 はない。

 TT3は、市道を挟んだ西側に位置し、三の丸堀跡の外側と考えられる地点にあた

 っている。試掘の結果、表土下80cmの所で3層とした黒色粘土層を確認した。3層

 下で精査したが遺構は発見されなかった。TT3では、1層の盛土内から陶磁器片が

 多く出土している。

 以上の結果、TT2は東側が土塁部分、西側が掘の入口部分と見られ、三の丸の掘

 はTT2の西側から市道部分にかけて存在すると考えられる。堀幅は約10mと推測で

 きる。掘の深さは確認していない。TT1のある三の丸内部は、後世の撹乱によると

 ころが多いものの、部分的に遺構が残されていると判断される。
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 (17)三沢b遺跡

所在地米沢市大字三沢字白旗
調査員石井浩幸

 調査期日平成19年7月27目

起因事業米沢警察署関根駐在所新築工事

 遺跡環境遺跡は標高295mの段丘上に位置し、南側に舌状に張り出した狭い平坦地

 となっている。東に羽黒川が北に向かって流れている。

試掘区

試掘方法

試掘面積

検出遺構

出土遺物

時代

所見

 事業予定地内に試掘ピット8ヶ所を設定した。

 人力のみで試掘調査を行った。

 8㎡

なし

 TP3から縄文土器片が1点出土

縄文時代

 TP3より1点ながら縄文時代の土器片が出土した。しかし、他の試掘坑

 では遺構・遺物共に認めることができなかった。遺物の存在から、今回の調査地点周辺に

 遺跡の存在が考えられるが、その主体的部分は不詳である。





 (18)山形城三ノ丸(201-002)

所在地山形市旅篭町

調査員阿部明彦石井浩幸

 伊藤邦弘(埋蔵文化財センター)高桑登(埋蔵文化財センター)

 調査期日平成19年11月14日

 起因事業一般国道112号霞城改良(旅篭町改良工事)

 遺跡環境市街地にあたり、宅地・商店・畑地になっている。三の丸内部に位置する

 が現況では土塁や堀跡は確認できない。

 試掘区事業予定地内に試掘トレンチ3ヶ所を設定。

 試掘方法計画区域について、重機によりトレンチを入れた後、壁面と底面を精査し、

 堆積土層の状況と、遺構・遺物の存在を確認した。その後、トレンチ位置と検出遺構を平

 面図に記載し、個々に付いての情報も併せて記録した。

 試掘面積25.5㎡

 検出遺構溝跡、土壙、柱穴

 出土遺物土師器、須恵器、赤焼土器、近世陶磁器

 時代奈良・平安時代、中世・近世

 所見国道112号線拡幅工事予定地内を対象に3本の試掘トレンチを設定して調

 査を行った結果、T1では住宅などの基礎やごみ捨て穴による撹乱が見られたが、現表土

 の約80cm下に黒褐色シルト層、その下に暗褐色砂質シルトの旧地山面が確認された。上部

 は撹乱を受けているが、地山面は良好に遺存している。また、3層上面では土壙やピット

 などの遺構が検出できた。なお、2層の黒褐色シルト層下部からは土師器・須恵器・陶磁

 器片が確認される。

 T2では盛土以下4層までは自然による堆積層と考えられた。2層が黒褐色シルト層で、

 T1の2層に相当している。3層上面では大きな落ち込みや土壙・ピットが検出された。

 また、2層中からは陶磁器類・須恵器片・土師器片が出土している。

 T3は、調査予定地の西側に位置し、試掘の結果、表土下に層厚70cmほどの暗褐色砂

 質シルト層(3層)が検出される。この層の中位で面的精査を行ったが遺構は発見されな

 かった。なお、2層中から多くの陶磁器片などの遺物がまとまって出土している。

 試掘の結果、T1・T2・T3では、3層上面で中世以前の遺構が検出できることが判

 明した。そこからは、古代・中世・近世以降の遺物が混在的に検出され、時期的に複合す

 るエリアと想定できる。このように、試掘調査を実施した当該部分の三の丸域内は、後世

 の撹乱が多いものの、盛土や表土下には良好に遺構が残されている部分も多いと判断され、

 中世、あるいは古代においても集落などの立地していた地点と捉えられる。
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 (19)西原遺跡(平成11年度登録)

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

試掘区

試掘方法

試掘面積

検出遺構

出土遺物

時代

所見

尾花沢市大字尾花沢字西原

阿部明彦石井浩幸

 平成19年5月15目

 東北中央自動車道(東根尾花沢問)

 朧川右岸の段丘上に位置し、西1㎞ほどで最上川と合流する。
 事業予定地内に試掘トレンチ11ヶ所を設定した。

 重機と人力で試掘調査を行った。

 638㎡

 時期不明の土壙

 縄文土器片(採集品)

縄文時代

 試掘調査の結果、設定した11本のトレンチの内TT3の東端とTT6の東端

 で時期不明の土壙を確認した。しかし、その他のトレンチでは遺構・遺物共に確認されな

 かった。遺跡の北側は以前の圃場整備により大きく改変されたと考えられる。なお、計画

 路線の東側から土器片1点を採集している。









 (20)家の廻り遺跡(平成11年度登録)

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

尾花沢市大字五十沢字家廻

阿部明彦石井浩幸

 平成19年5月17目18目

 東北中央自動車道(東根尾花沢間)

 五十沢川右岸の段丘に立地し、最上川との合流点からは2㎞ほど上流に位

 置する。東に隣接して縄文後期を主体とする横内遺跡が所在する。

試掘区

試掘方法

試掘面積

検出遺構

出土遺物

時代

所見

 事業予定地内に試掘トレンチ9ヶ所、試掘ピット6ヶ所を設定した。

 重機と人力で試掘調査を行った。

 441㎡

 落し穴1基

 縄文土器片・石器片

縄文時代

 TT9から落とし穴1基を確認した。南東側の高台から石器3点、土器片2

 点を表採したが、試掘による遺物の出土はない。この高台は以前、重機により削平された

 と見られ、表土下に地山の黄褐色粘土層がすぐ検出された。その他のTT1-TT8の8本のト

 レンチでも遺構・遺物は確認されなかった。









 (21)東北中央道(東根尾花沢間)遺跡可能性地12

所在地大石田町大字今宿

調査員阿部明彦石井浩幸

 伊藤邦弘(山形県埋蔵文化財センター)氏家信行(山形県埋蔵文化財センター)

 調査期日平成19年11月20目21目

 起因事業東北中央自動車道(東根尾花沢間)

 遺跡環境朧川と五十沢川に挟まれた山麓平坦地。

 試掘区事業予定地内に試掘トレンチ8ヶ所を設定。

 試掘方法重機と人力で試掘調査を行った。

 試掘面積330㎡

検出遺構風倒木痕

 出土遺物なし

時代不明

 所見付近一帯は以前の畑地造成によって、重機により削平・整地されたとみられ

 る。南側の丘陵下は表土が厚く、さらに厚い黒ボク土が堆積していた。試掘の結果、8ヶ

 所のトレンチからは明確な遺構の検出はなく、樹木の撹乱や後世の撹乱が目立った。









 (22)米沢南陽道路IC予定地

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

高畠町深沼

阿部明彦石井浩幸

 平成20年1月18目

 米沢南陽道路(南陽高畠IC予定地)盛土工事

 赤湯の市街地の南方約3kmに位置し、高速道路計画用地となっている。

 付近は全体に盛土がなされている

試掘区

試掘方法

試掘面積

検出遺構

出土遺物

所見

 事業予定地内に試掘トレンチ3ヶ所を設定。

 重機+人力で試掘調査を行った。

 45㎡

なし

なし

 TT1では約120cm、TT2では、約2mの盛土が見られた。TT3からは盛土

 以下3層までは80cmほどの堆積層で、地山は褐色の砂礫層であった。これらTT1-TT3

 のいずれのトレンチからも遺構・遺物は確認されなかったことから、遺跡の存在はな

 いと判断された。





 (23)水窪遺跡

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

試掘区

試掘方法

試掘面積

検出遺構

出土遺物

時代

所見

米沢市水窪

阿部明彦石井浩幸

 伊藤邦弘(山形県埋蔵文化財センター)須賀井新人(山形県埋蔵文化財センター)

 平成19年9月13目

 用水供給事業(水窪ダム改修工事)

 鬼面川の上流域にあたり、標高390mのダム湖の縁辺に位置する。

 事業予定地内に試掘トレンチ6ヶ所設定した。

 重機と人力で試掘調査を行った。

 121.5㎡

 性格不明の落ち込み、近代の畝跡

 縄文土器・石器片(採集品)

縄文時代

 土取り予定地部分について6ヶ所のトレンチを設定した。その結果、明確

 に縄文時代と判別できる遺構は確認できなかった。また、いずれのトレンチからも遺物は

 出土してない。なお、湖岸の南西側縁辺からは縄文土器や石器が採集できる。









Ⅲ  記録保存調査・立会調査の概要

 (24)下大曽根遺跡(平成19年度新規登録)

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

試掘区

試掘方法

鮭川村大字石名坂字下大曽根

阿部明彦石井浩幸

 平成19年7月30日～8月3日(延べ5日)

 経営体育成基盤整備事業(鮭川左岸地区)

 鮭川左岸の河岸段丘、標高59mに立地する。地目は水田・畑地である。

 事業予定地内に調査区を設定。7m×34m1.8m×50m。

 対象区域について、重機による調査区内の表土除去後、壁面と底面の精

 査を行って遺構と遺物を検出した。

調査面積

検出遺構

出土遺物

時代

所見

 998㎡

 掘立柱建物跡、土壙、溝跡、柱穴跡多数

 赤焼土器坏・甕、黒色土器坏、須恵器台付坏・甕・壷、陶磁器

 平安時代、近世

 圃場整備が計画されたことから、県教委では平成13年に計画区域内の遺

 跡分布調査(A調査)を実施した。その結果、事業区域内に5箇所の遺跡ないし可能性地

 が存在することが明らかになった。下大曽根遺跡は可能性地4として登録された。

 平成19年4月、可能性地4が当年の事業範囲にかかることとなり、6月に試掘調査を実

 施した。その結果約15,000㎡に及ぶ平安時代の遺跡が存在することが明らかになった。試

 掘調査の結果を受けて、県教育委員会と最上総合支庁農村整備課との間で協議が行われ、

 遺跡東側は工法変更による保存に、西側は発掘調査による記録保存の対応を図ることとな

 った。今回の調査は、農道及び用水路建設に係る部分の調査で今年度の事業実施が不可避

 であったことから、県教育委員会が事前に発掘調査することとなったものである。

 調査は農道が遺跡に係る部分と東側からの工事用道路工事部分を対象にして実施した。

層序

 農道部分の堆積層序を観察するに、旧表土は確認されなかった。3層の灰褐色シルト

 直下から遺構を確認検出することができ、3層上半までは削平されている状況をみせて

 いる。8層は赤色化した砂質シルトとなっている。遺跡北側では表土と3層の直下で遺

 構を検出している。現地表面から約20cmの深度となる。遺跡東側は以前の水田造成のた

 め、包含層や遺構の大部分が削平されているとみられる。

遺構

 調査では平安時代の掘立柱建物跡、土壙、柱穴群、近世以降の溝跡などが検出され

 た。全体として遺跡の北側に集中する傾向が窺えた。
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掘立柱建物跡

 掘立柱建物跡は1棟を確認した。1間×3間の南北方向の建物跡で桁行2.4m、梁行

 2.1mを測る。径40cm程の掘り方に径20cm前後の柱痕が認められた。覆土中から土師器

 甕片や圷等が出土している。規模が小さく、間尺が大きいことから倉庫跡等が考えられ

 る。柱穴群

 約50基からなるピット群がまとまって検出された。大小深さも様々である。方形に分布

 配置していることから、なんらかの建物跡の可能性が考えられる。

遺物
 遺物は平安時代の土器が大半を占め、土師器や須恵器が遺構や自然な落ち込みから出土

 した。総数は少ない。

 須恵器は坏、台付坏、甕、壷などの破片資料。土師器は甕の体部破片。黒色土器は坏の

 体部片や底部である。

 陶磁器は、近世以降の碗・皿の破片資料が認められた。

まとめ

 遺跡は鮭川と内川に挟まれた自然堤防上に営まれた平安時代の集落跡である。周辺には

 葎田2遺跡など古代から中世にかけての遺跡が発見されていることから、鮭川中流域の河

 岸低地は古くから開拓開発が進められ、人々が生活を営んでいたことが明らかになった。

 また、古代の遺跡がきわめて少ない最上地方においては貴重な発見といえる。





















 (25)葎田2遺跡(平成18年度新規登録)

 T1-1(1.5一×80m)T1-3(1.5m×62m)

T1-4(1.5m×15m)

 7月24日T2-1(1.8m×36m)T2-2(1.8m×37m)T2-3(1.8m×25m)

T2-4(1.8m×20m)T2-5(1.8m×60m)T2-6(1.8m×25m)

T2-7(1.8m×40m)

 試掘方法重機によりトレンチを入れた後、トレンチ壁及び底面の精査を行った。

 試掘面積291㎡+437㎡

 検出遺構(5.月)竪穴状遺構2基、溝跡5条、土壙14基、堀跡2条、柱穴群

 (7月)溝跡6条、土壙12基、河川跡1基、柱穴群

 出土遺物赤焼土器、須恵器、珠洲系陶器(甕)

 陶器、磁器、鉄鍋(底部)

 時代平安時代・中世

 所見5月に用水路工事箇所について立会調査を実施した。平安時代の遺構遺物と

 中世の遺構遺物が検出された。以前の圃場整備のため、遺物包含層は削平される部分もあ

 るが遺構は良好に保存されている。平安時代の遺構は、現地表面のやや高まっている部分

 を中心に南北に広がっていると考えられる。T1-3を中心に柱穴や土墳を確認、赤焼土器

 や須恵器の破片が出土した。中世の遺構は「館跡」と思われる堀跡の痕跡と伝承が残され

 ており、調査でも時期不明の柱穴や溝跡が検出されている。想定できる堀跡のラインから

 館跡規模は、南北約80m、東西約80mのほぼ方形の館跡と推定される。遺物としては珠洲

 系陶器や青磁の破片が出土している。珠洲系陶器の年代から14～15世紀の館跡と考えられ

 る。

 7月、道路を挟んだ南側部分について立会調査を実施した。平安時代の遺構・遺物と中

 世の館跡に関連する遺構・遺物が検出された。以前の水田整備のため、包含層は削平され

 た部分も見られたが、遺構は概ね良好に保存されていた。中世の遺構は、現地形がやや高

 まる部分を中心に南北に広がっている。遺構では、T2-2を中心に柱穴や土坑・溝跡があ

 り、南側のトレンチT2-4、トレンチT2-5では遺構・遺物共に少なかったことから、

 南側に限られた範囲に集中していると考えられた。平安時代の遺構は全体に少なかったが、

 道路側の中央部分で確認している。平安時代の遺物では赤焼土器圷や内黒圷、甕の破片な
 どが出土し、中世の遺物では珠洲系陶器の甕や擂鉢等が認められた。

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

試掘区

 5月23目

鮭川村石名坂字葎田

阿部明彦石井浩幸丸吉繁一

 平成19年5月23日7月24目

経営体育成基盤整備事業鮭川左岸地区

 鮭川左岸の低位自然堤防に立地する。

 事業予定地内に調査区11ヶ所を設定。

T1-2(1.5m×37m)

 一108一



















 (26)山形元屋敷遺跡(平成12年度新規登録)

所在地山形市谷柏

調査員阿部明彦石井浩幸

 調査期日平成19年12,月19日

起因事業花川市道橋工事

 遺跡環境山形市街地の西方、標高110mの平野部に立地する。花川の右岸にあたり、

 地目は市道・水田・果樹園などとなっている。

 試掘区事業予定地に調査区2ヶ所を設定。

 試掘方法計画区域について、重機による調査トレンチを入れた後、トレンチ壁面及び

 底面の精査を行いながら記録を行った。

 試掘面積16㎡

 検出遺構なし

 出土遺物表土に近世以降の磁器。堆積層内より土師器小片。

 所見橋脚下部工事予定地に設定した2本のトレンチからは遺構は検出されなか

 った。いずれのトレンチも盛土下に旧表土、粘質土層、そして5層以下に砂礫層が堆積し

 ていた。3層出土の土師器片は流れ込みの可能性が高い。





 (27)下反田2遺跡(平成13年度登録)

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

試掘区

試掘方法

山形市大字下反田

阿部明彦石井浩幸

 平成19年6月21目

須川下流部護岸復旧工事

 下反田地区東側、反田橋上流の須川左岸段丘に立地する。標高は102m。

 復旧工事の予定箇所に調査区を設定した。

 工事区域について、重機により調査トレンチを入れた後、トレンチ壁面及

 び底面の精査を行いながら、遺跡の確認を行い、検出した遺構遺物は記録保存をする。

 試掘面積80㎡

 検出遺構竪穴住居1棟

 出土遺物土師器(高坏・碗・甕)

時代古墳時代

 所見表土下20cmの浅いところで古墳時代の住居跡を確認した。内部からは土

 師器の高坏や碗などが出土している。住居プランの確認は、ほぼ床面のレベルであった。

 なお、調査区の一部は、平成13年度に行った試掘トレンチと重なっている。









 (28)下叶水遺跡(遺跡番号4126)

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

調査区

試掘方法

試掘面積

検出遺構

出土遺物

時代

所見

小国町大字叶水字下叶水

阿部明彦石井浩幸丸吉繁一

 平成19年6月12目13目

 横川ダム建設事業

 標高270m前後。横川右岸の低位段丘縁辺に立地

 事業予定地に調査区を設定。

 対象区域について、重機によりトレンチを入れた。

 120㎡

 竪穴住居跡2基土壙14基柱穴5ヶ所近世以降の桶跡等3基

 縄文土器・石器(整理箱2箱)

 縄文時代(後期・晩期)

 遺構の大半は縄文時代晩期のものである。部分的ながら検出できた縄文の

 住居跡(ST10)は、出土遺物から大洞C2から大洞A式の時期とみられた。ST20は、

 炉跡と配石遺構があり、配石の間に土器が3固体埋設されていた。土器文様の入り組み磨

 り消し文等から後期後半の時期と見られる。











 (29)高瀬山遺跡

所在地寒河江市高瀬山乙

 起因事業最上川ふるさと総合公園整備事業

 調査期日調査打合せ:4月11目

 立会調査:①4月16目・17目

 ③5月8目～10目

 ⑤7月3目～7目

 ⑦9月19目～25目

 ⑨2月4目

 ②4月20目～23日

 ④5月29目～6月1目

 ⑥8月20日21日

 ⑧11月28日

 遺跡環境遺跡は寒河江市街地の南西方向、東流する最上川に架かる高瀬大橋左岸から

 北西約150mの段丘面上に位置する。標高は113mを測る。地目は畑地である。

 高瀬山遺跡一帯の地形は東側に打聞低地や旧河道を残す後背湿地が広がり、西側にも旧河

 道を残す低位の段丘が広がっている。また1997年の東北横断自動車道建設では高瀬山を東

 西に掘削した際に断層露頭が現れ、阿小島功(1999)らの調査から沖積世に活動している

 活断層の存在が報告された。今回の調査区はこの活断層の位置する中位段丘にある。高瀬

 山遺跡は90haという広大な範囲があり、周辺には約40ヶ所近い遺跡が分布している。

 試掘方法工事計画区域について、重機による調査トレンチを入れた後、部分的に手掘

 りでトレンチ壁面及び底面の精査を行いながら、遺構の確認を行い、検出した遺構・遺物

 は記録保存とした。

 時代縄文時代～奈良・平安時代

 調査の経緯平成18年度に今後の公園整備計画と遺跡保護についての打合せを持ち、平成

 19年度に工事に先行して工事箇所に絞って立会調査を実施することとなった。対象箇所は、

 埋設管や給排水設備等に伴う線や点の部分が大半で、工事の計画に合わせて数回に渡る調

 査が予定された。

 結果4月の樹木(さくらんぼ)の移植や送水管設置箇所を始めとして、11月の公

 園内トイレ設置部分、平成20年2月に最終の園路工事に係わる立会調査まで計9次に及ぶ

 調査が必要であった。なお、各調査の内容は検出遺構・遺物共に纏った量となったことか

 ら、本報告書中での収録が不能となったため、来年度の分布調査報告(36)の中で報告す

 る予定でいる。







 IVまとめ

 平成19年度の遺跡詳細分布調査は、平成20年度以降に予定されている開発事業に先行し

 て、遺跡の所在,・範囲等を明らかにし、開発との調整を図ることを目的として実施したもの

 である。また、記録保存のための小規模な発掘調査と立会調査も行った。

 1調査遺跡数

 調査遺跡数86遺跡(表面踏査・試掘調査・発掘調査・立会調査等を実施した遺跡)、その

 他に調査遺跡数に含めないが、開発との調整で現地確認調査を実施したもの(調査の結果、

 遺跡には影響が及ばなかったもの)や表面踏査により各種開発事業予定地で抽出した遺跡可

 能性地(今後の試掘調査等で遺跡となるかを判断するもの)などについても調査対象とした。

 2新規発見遺跡、範囲の訂正、遺跡登録抹消

 今年度の新規発見遺跡数6遺跡

 範囲の訂正、名称の変更等の措置が講じられた遺跡数5遺跡

 以下にその一覧を掲げて調査のまとめとする。

 (1)県教育委員会が発見し登録した遺跡

1
2
3
4
5
6

 (遺跡名)

下大曽根遺跡

 丑ヶ沢遺跡

後沢遺跡

鷺畑新田遺跡

蔵増宮田遺跡

 本合海上野2遺跡

 (所在地)

鮭川村大字庭月宇下大曽根

酒田市大宇市条字小平

金山町大字漆野手春木

鶴岡市大字添川字鷺畑新田

天童市大字蔵増字宮田

新庄市本合海宇上野

 (種別)

集落跡

集落跡

散布地

包蔵地

散布地

散布地

 (時期)

平安時代

縄文時代平安時代

縄文時代

弥生時代平安時代

古墳時代

縄文時代

 (2)範囲等の修正を必要とする遺跡、登録を抹消した遺跡

1
2
3
4
5

 (遺跡名)

梨郷南館

 葎田2遺跡

葎田遺跡

島遺跡

千手院

 (変更内容)(変更を必要とする文献名)

 範囲の修正平成15年3月『山形県遺跡地図CDROM』

 範囲の修正

抹消

 範囲の修正(山形市大宇島:範囲確認調査の実施による修正)

 範囲の修正一部削除(山形市大宇山手:山形県遺跡地図番号186)

 一131一
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